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地域のシンボル“学校”を中心に地域の将来像を描く考え方を学ぼう 

「公共施設再編成の市民フォーラム」を開催（2/10） 

  

龍ケ崎市では、全国の多くの自治体で共通課題となっている「公共施設の更新問題」を市民と

の情報共有する場として、平成30年2月10日（土）に「龍ケ崎市公共施設再編成フォーラム」を

開催します。（事前申込不要：先着200名） 
 
本市では、公共施設の更新問題に対応するため、施設の面積や施設コストを縮小・削減しなが

らも施設機能は強化・充実させる「縮充」という考え方で公共施設再編成に取り組んでいます。 

さらに市民との情報共有の場として、平成25年度から「龍ケ崎市公共施設再編成の市民フォー

ラム」を継続的に開催し、今回で5回目の開催となります。 
 
今回のフォーラムでは、本市の公共施設縮充の考え方について職員から情報提供を行うほか、

有識者を招いてのショートプレゼン、基調講演を行います。 

基調講演では、平成28年度文部科学省委託事業「学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書 

作成業務」検討委員を務めた一橋大学教授 山重 慎二先生を講師にお迎えし、「これからの公共

施設再編成のあり方～学校を中心とする地域の将来ビジョンを描く」をテーマに地域の未来をつ

くることになる学校施設の縮充にフォーカスした講演を行います。 
 
 学校施設は未来を担う子ども達が集い、生き生きと学ぶ場であるとともに、地域住民にとって

は地域活動を行ってきたシンボル的な存在であり、災害時には避難所としての役割も果たす重要

な施設です。 
 
 地域の愛着ある学校施設は公共施設の延べ床面面積の大半を占めています。学校施設の再編成

は老朽化対策にとどまるものでなく、地域の将来像があってこそ。このフォーラムを通し、市民

の皆様と公共施設再編成の新しいカタチをつくるヒントを考えていきます。 
  

 ■日 時 平成３０年２月１０日（土） 午後２時から午後３時３０分まで 

 ■場 所 龍ケ崎市文化会館 小ホール （所在地：龍ケ崎市馴馬町２６１２） 

 ■内 容 〇「龍ケ崎市公共施設再編成の第２期行動計画について」  

説明者：龍ケ崎市 

〇ショートプレゼン  

講師：佐々木 陽一 氏 

（政策シンクタンクＰＨＰ総研シニアコンサルタントおよび主任研究員） 

〇基調講演 

「これからの公共施設再編成のあり方～学校を中心とする地域の将来ビジョン

を描く」 

講師：山重 慎二 氏 

（一橋大学経済学研究科および国際・公共政策研究部 教授） 
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 担当課 
 龍ケ崎市 総合政策部 資産管理課 再生戦略グループ 

 担当者：高阿田・蛯原（たかあだ・えびはら） 
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